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１　はじめに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　人間は社会的動物で、社会との関わりを持って育つと言われながら、現在、子供の置かれて
いる状況は望まれる状態にはほど遠く、その状況が要因となり、好ましくない多くの問題が発
生している。かつてはウサギを飼い、売って得た金を自分で使う、子供が金銭を稼ぎ、人との
関わりを持って成長していった時期があった。その過程で、生きた知識を身につけていったよ
うに思える。現在、労働と金銭のつながりを体験する場はなくなり、意図的に場の設定をしな
ければならない状況になってしまった。材料として米を取り上げ、金銭を軸に社会と積極的に
関わる場を設定し、金銭感覚を培おうとして本実践を計画した。与えられた環境と様々な条件
の中で、子供が自ら考え、判断し、行動することを期待しての実践である。

2　目標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（1）米作りの会社を設立し、商品を作り、販売、利益を得、活用する体験を通して、  経済活動
の一端を学ぶと同時に金銭感覚を醸成する。

（2）活動を進める過程で多くの人達と関わりを持ち、地域社会の一員として、地域の人間関係を
理解し、深める。

（3）米を生産することで、稲の生育や動植物、水、環境についての知識を得る。

3　実践を進めるに当たって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　本校は農業地域にあり、畑作、稲作が盛んである。子供達の家庭の 9 割は何らかの形で農業
に関わっている。しかし、機械化された農業が子供の手伝いを必要としていないためか、子供
達の農業に関する知識や体験は少なく、米作り地帯にありながら米や野菜について、学校で教
えなければ分からないという状況である。
　3 年前より、5 年生の総合的な学習の時間に米作りを取り入れてきた。会社を設立し、田ん
ぼを借り、耕す段階から関わり、収穫し、販売する体験をさせてきた。その過程で、現金を取
り扱いながら多くの人と関わりを持つ場を設けた。その都度、「自ら考え判断し、行動」しな
ければならない状況が設定されることで、子供は真剣に取り組むことが出来た。判断し行動し
た結果は状況の変化としてすぐに子供にフィードバックされ、次の行動につながっていった。
本レポートは子供の大きな変容を願った、第 5 学年 7 名（男 3、女 4）の総合的な学習の時間
の実践である（平成 19 年度）。

4　実践　「なめがたガキンチョ米会社」の経営
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　実践は多岐に渡り広い内容を含んでいる。ここには、要点を列記する（指導計画〈資料 1〉
及び写真〈資料 2〉参照）。

（1）会社の設立 
・農家は何のために米を作っているの ?
・子供達に米の生産販売を目的とした会社設立を提案する
・会社の組織作り：社長（1）、米作り部長（1）、会計部長（1）、宣伝部長（1）、一般社員（3）

（2）会社の運営開始
・借地：約 15 アール、揚水はポンプで（電気料支払い）、草刈り（教師）
・耕作（起耕）の依頼：協力農家
・作付け品種と面積を決める：コシヒカリとマンゲツモチを栽培
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・種まき：芽出し、プール式苗代作り、種まき、育苗 
○この時期になり、米作りについての見通しがはっきりしてくる。何回も会議を開き、

スケジュールを確認しながら、社長や部長から、指示が出るようになる。作業内容を
調べ、時間割を考慮し、担任の先生と日程を調整していく。

・代掻き（5 月上旬）：灌水、耕耘機 2 台で子供の手で実施
・田植え（5 月中旬）：田植機を使って田植え、差し苗
・水管理：水の状態の確認、不足時にはポンプで揚水
・アイガモ除草：アイガモ農家の協力で教えを受けながら実施、外部講師依頼、

アイガモネット張り、アイガモの取得、飼育、刷り込み、水に慣らす
・中干し：分けつ状況の観察、水抜き、受粉
・ゆっつぉ（稲束を結わえる）作り：地域の方に教えてもらい 1,500 本作成
・アイガモネットの取り外し 
・稲刈り：コシヒカリをコンバイン、マンゲツモチを手刈り 
・乾燥・籾すり・精米：協力農家に依頼

（3）販売
・場所・時間の確保、市場調査、経費を考慮、販売価格の決定、準備、リハーサル、  
  売り出し、なめがたあきんど祭に出店（2 日間）

（4）収支決算
○経 費 合計 29,580 円 ○売り上げ 合計 185,000 円
 種籾代  4,200 円  　コシヒカリ 119,400 円
 培養土 1,900 円 　マンゲツモチ 60,000 円
 ビニル袋 630 円 　サツマイモ 5,600 円
 燃料代  2,500 円      
 アイガモ（含む送料） 9,000 円
 アイガモネット謝礼 2,000 円
 テグス（鳥よけ）  600 円
 米袋代（5kg、10kg） 3,870 円
 電気料金（4 月～ 8 月） 4,880 円
○資材の利用
 耕耘、脱穀、乾燥、籾すり、精米  補助金で謝礼
 耕耘機、田植機、コンバイン 経費は燃料のみ
 材木、ビニルシート 学校の物を使用する
 鎌 個人
 育苗箱 借用
○収 益 155,420 円

（5）収益金の使途
・土地代、謝礼は現物で支払い（外部講師をお願いした方）
・売り上げの使途：諸費用（電気代、謝礼等）、給料支払い、学校にプレゼント、各学年に

　　　　　　　　プレゼント、宿泊学習費用の一部に充当
（6）取材 

・茨城新聞 5月1日付 （資料 3）　行方小　児童が本格農業体験 稲作りから販売まで
・朝日新聞 6月29日付 （資料 4）　学び最前線　行方市立行方小学校　 「社員」務め農業経営体験
・農業委員会だより　第 5 号（資料 5）　行方小学校で本格農業体験
・農業いばらき 6 月号  （資料 6）　つながる広がる食農教育　小学生が作る会社
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5　成果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　田んぼに足を入れるのさえ躊躇していた子供が、表面の温かい泥に心地よさを覚え、稲の葉
で傷を作りながら額に汗して草を取り、腰を屈めて稲を刈る。苦労を重ねた末の収穫の喜びは
大きく、その分だけ子供達はたくましく変容していった。本物の米作りをしているという実感
があったようだ。金銭に関しては常に倹約的であった。話し合いの中で費用のかからない方法
を常に考えていた。昨年度、自動精米機（10kg 当たり 100 円かかる）を利用したが、今年度
は自分達の家にあった精米機を探し出し、提供してもらい少しのお礼だけで済ませる等、出費
を抑えようと努力する姿がいろいろな場面で見られた。浪費に対しては厳しかった。自然と公
金を扱うという態度が育っていった。現金を直接扱ったこと、労働と金銭が結びついたことが
このような態度につながっていったように思える。また、商品を作るとき、売るときに間違い
のないように常に心がけ、信用を失わないような行動を心がけていた。

（1）会社としての経済活動（資本、生産、販売、収支決算）の一端を体験的に学ぶことができた。
労働と収益がつながり、会社から支給された給料は使わずに保管しているようだ。労働を
裏付けに身につけた金銭感覚は確かなものである。

（2）家族、近所の方（差し入れ、応援）、援助してくれた農家（耕起、コンバインの提供、乾燥、
籾すり、アイガモ農法、精米）、ゆっつぉ作りの講師、米購入者、商工会、 展示店、新聞社、
JA の方等、たくさんの人と関わりを持った。交渉したり、要望したり、現金の手渡しがあっ
たり、と一人前に扱ってもらう場面を多く作ることができ、「家族や教師以外の大人」と
関わり合うことができた。「米を作り売る」という取り組みを通して、多くの人達の姿を見、
農業経営や流通に触れ、そこで働く人と関わることができた。子供達は人の温かみを感じ
ていた。子供達の世界が広まったようである。

（3）種まきから刈り取りまですべての過程を行った。稲の生育、雑草、田んぼの中の小動物の
様子、害虫、小さな食物連鎖など多くの生物と生態を観察することができた。水、 田んぼ
の役割など体験を伴った知識として蓄積できた。化学肥料、農薬についても学ぶことがで
きた。

6　おわりに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　金銭の周りには常に人がいた。子供はどんな環境（教育）に置かれるかで、その変容が異な
る。本実践で子供の視野が広くなり、たくましくなった姿を目に見ることができた。見知らぬ
大人に声を掛け、話をし、米を買ってもらったこと、汗を流して本物の米作りをしたこと、そ
れを大人から評価してもらったことが大きく子供を変えたように思える。社会の中に身を置き、
自然と接し、人と関わりを持つことが重要だが、こうした中で今後も学校が企画、運営の当事
者として最重要視されていることがやや残念である。地域社会の中でしっかり根付いていくこ
とが望まれる。
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（資料 1） 農業経営「なめがたガキンチョ米会社」指導計画
1　目的
　（1）米作りの会社を設立し、商品を販売、利益を得、活用する体験を通して、経済活動の

仕組みの一端を学ぶ。
　（2）活動を進める過程で多くの人達と関わりを持ち、地域社会の一員としての人間関係を

理解し、深める。
　（3）米を生産することで、稲の生育や動植物、水、環境についての知識を得る。

2　準備・資料 農業関係資材
3　展開
時間 児童の活動・内容 教師の支援・指導上の留意点

4 月 取り組みの概要を知る
○組織作り（会社）
　・役割分担
　　社長、米作り部長、会計部長、
　宣伝部長

　・会社名を制定

○借地

○耕耘の依頼（田畑）

○米作り－種の確保

○米作り－種もみを浸す作業
　保温・芽だし作業
○米作り－種まき
　ビニル苗代作り
　もみの計量
　土入れ、水まき、播種、覆土
　苗代に並べる
　水管理

○米作り－育苗、水管理

・自分達で、土地を借り、種を確保し、育て、収穫、販売して、収支決
算を行い、収益については自分達の判断で活用する。
・組織が事業を行い、収益を出すことを目的としていることを理解させ、
誰もが初めての経験であることから、意欲ある児童を話し合いの結果
で役職に選出する。
・以後、児童の担当者の指示で動くようにしていく（当初は教師の助言
が多くなるが）。
・田んぼ（約 15 アール）、畑（5アール）を借り、借地を利用し、米、
サツマイモの栽培を行う。
・指導してくださる方に耕耘と指導をお願いする。
・会計担当が経費、作業内容を記録するよう指導する。
・農協、農家より、マンゲツモチ 4kg、コシヒカリ 4kg の種を購入（担
任立替－収益より支出）。
・全ての作業は、担当者の指示により進行する。担当者には予備知識と
して、作業内容、注意事項を話す。具体的な作業工程については、社
長を交え、担当者で考え、作業を進めるようにする。
・説明の際の話し方について、話法技術を教える。話者が終わるまでは
手助けを避ける。
・発芽をさせる機械を導入し、種もみを機械に入れ、水温を設定し、芽
出しの作業を始める。
・育苗箱の確保 社長宅（農家）に依頼。
・ビニルを用いた苗代を作る。工具を使う技術、作業技術を学び、体験
する。
・作付け面積、機械を使った田植えを考慮しながら、育苗箱に種をまく。
・作業工程
苗代作り（角材を組み、ビニルを敷く）
土入れ、水まき、播種、覆土
苗代に並べる。
水管理をする。
・毎日、水の状態を管理し、灌水する。

5月 ○米作り－代かき
○米作り－田植え
　・苗を運ぶ
　・田植機を移動する
　・田植機を使う
　 ・手で植える
　・片付け
○米作り－水管理
　・水の流れ 

○米作り－アイガモ除草
　・アイガモの確保
　 ・育てる (2 週間 )
　・アイガモネット張り

・耕耘機を操作し、植え付けが出来るようにする。
・担当者の指示で日程、方法を確認する。段取り、指示は担当者からの
み出るようにする（米作り部長）。
・田植機の操作を説明し、児童だけで動かせるようにする。

・ポンプの仕組み、ポンプの使い方を教える。
・水流れと水を流す方法、水路の作り方を教える。
高位より低位へ、水路の傾斜、水量管理の方法について教える。
・モグラ穴による漏水を発見させ、止めさせる。
・以後、毎日、担当者が水の様子を観察し、必要なときには揚水し、水
量を確保する。
・アイガモ除草を提案
担当者で連絡を取り、手配する。費用は担任の立て替え。会計係が送
金（郵便局）。
・（アイガモだけでは除草が十分でない）除草を米作り部長が中心になっ

6月 　　（外部講師 アイガモ農家）
　・放鳥
　・管理
○米作り－除草
　・田んぼの中の生物観察
　・除草（1回目）

て計画させる。除草の必要性、雑草の種類、除草の方法を調べさせる。
インターネット検索、図書を利用する。

・稲の成長の具合、病気の有無を観察する。
・田んぼの様子を観察。
・環境問題（農薬、化学肥料使用等と環境との関係、田んぼの中の生物等）
を田んぼに住む小動物との関連で考えさせる。

7月 ○米作り－除草、水の管理
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8 月 ○米作り－ゆっつぉ作り

○米作り－稲刈り
　・刈り取りの日の決定
　・用具の準備、関係者との打ち合

わせ
　 ・鎌で刈る場所、機械で刈る場

所を決め、作業を開始する

・稲を束ねる「ゆっつぉ」を地域の方の指導で行う。わらの用意、地域
の方へのお願いは担当者で行う（指導者と一緒に給食をとる）。
・稲の状況を観察し、協力者と相談し、刈り取り日を決定させる。
・担当者の話し合いで（協力者の助言を生かし）日程、方法を決め、手
刈り手順を全員に提案する。
・担当者のみから説明、指示が出るようにする。

9月 ○米作り－乾燥、籾すり

○米作り－精米
○米作り－販売
　・収穫量の把握
　・今までにかかった費用計算
　・市場調査（インターネット、

地域からの情報分析）

・乾燥機への移動、籾すりに、米作り班が参加する。
玄米を袋に入れ、閉じる。

・収穫量を把握する。コシヒカリとマンゲツモチの販売を計画する。会
計担当者が中心となり、販売方法、販売価格、場所等を調査し、話し
合いを進め、決定するよう勧める。
・ホームページ作りなどパソコン操作を指導する。
・PTA や外部の方々と担当者が直接交渉する機会を豊富に設け、社会と

10 月 　・販売価格と販売方法を決める
　・広報（チラシ、インターネッ

ト発信）
　・販売
　　なめがたあきんど祭り
　　地域の方に販売
　　PTA に販売
　・集計
○米作り－餅つき大会

の接触を進める【自ら考え判断する場の設定】。

・他の販売者と比較することで、学び、自分たちの販売に生かす。
・金銭の管理に留意する。

・餅つき大会では、あんこ餅を担当する。アズキから餡を作り、餅を
つき、あんこ餅を完成させる。

11月～
2月

○謝礼 お世話になった方々に謝礼

○収支決算報告
　・収入・支出計算
　・事業の報告
　・収益の活用について検討
　・全員に提案

・農業経営で行った様々な体験を振り返り、世話になった方々に感謝す
る。お礼に、収穫した米を贈る。
・立替金、支払いを行い、収支決算する。
・収益の活用について検討し、全員に提案し、活用を決定する。
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（資料 2） 写真資料
●田んぼとの対面　5 年生 8 名（後に

1 名転校して 7 名）、裸足で田んぼ
に入ったことのある児童は一人もい
なかった。

●芽出しの機械に種籾を入れ、一定の
水温を保って芽出しを進める。右の
写真は、種まき時の種の様子。

●電動ドライバーを使って木材を組
み立て、ビニルを張り、プール式の
苗代を作る。種をまいた育苗箱を並
べて保温用にビニルをかぶせる。直
接日が当たらないように寒冷紗を使
用。

●育苗。芽が伸びていく。登下校時に
は、みんな覗いていく。全校児童で
苗の観察会。灌水、雨の後にはビニ
ルにたまった水の除去。
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●起耕した田んぼに水を入れ、
耕耘機を使って代掻き。すぐ
に機械操作にも慣れ、徐々に
田んぼが平らになっていく。
田植機を使って田植え。機械
で植えても稲の列は曲がって
しまう。

●差し苗。植え残しや倒れている
箇所に苗を手で植え直す。

●アイガモ農法 近隣のアイガモ
農家に教えてもらいながら、
アイガモネットを張る。アイ
ガモを注文、購入する。先生
に立替てもらったお金を郵便
局から送金する。2 週間ほど教
室で飼い慣らし、田んぼに放
す。勢いよく、草を食べ始める。
不思議なことに稲は食べない。
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●中干し、実る時期を迎え、アイガモ
ネットの取り外し、作り上げた「ゆっ
つぉ」1,500 本。

● 1 枚分を手刈りする。半日かけて刈
り終える。途中、近所の方からの差
し入れを頬張る。

　手刈りの稲束はコンバインで脱穀。
協力してくれる農家で、乾燥、籾す
りを行い、教室に運ぶ。コシヒカリ
330kg、マンゲツモチ 280kg

●白米で販売することになり、全て精
米する。協力してくれた農家の精米
機を使わせてもらう。糠は米を買っ
てくれた人に景品としてあげること
にした（農家の人のアドバイスあ
り）。

●マンゲツモチ 60kg を PTA で買い
上げてもらい、親子餅つき大会を実
施。5 年生も米とぎやきな粉作り、
あんこ作りに協力する。
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●間違いないように計量し、米
袋に入れる。米の名前は、「う
米」。市場調査、経費、無農薬
という付加価値を考え、価格
を決定する。父母、先生方の
アドバイスも取り入れる。実
際の売り場を想定し、リハー
サルを繰り返す。

●大きな声を出して呼び込む。
試食、景品（梅干し、糠）を
付ける等の工夫をし、2 日間で
完売。米を買って貰えたとい
う喜びは大きかった。売り上
げ 185,000 円。隣の店から商品
の並べ方を教えてもらったり、
差し入れを戴いた。たくさん
のお客さんと会話ができたこ
とも大きな収穫だった。2 日目
は声が嗄れていた。

●土地代は現物で支払うことに
なった。地主さんはかなりサー
ビスしてくれた。世話になっ
た地域の人にも、米でお礼を
した。
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（資料 3） 茨城新聞記事　2007 年 5 月 1 日付　茨城県内版
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（資料 4） 朝日新聞記事　2007 年 6 月 29 日付　茨城県内版

（資料 5） 農業委員会だより　第 5号（2007 年 12 月発行）
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（資料 6） 農業いばらき　6月号（2008 年 6 月発行）


